
　３日　新潟県市議会議長会
春季定期総会（胎内市）

　４日　議会報編集委員会
１１日　議会報編集委員会
１４日　福岡県福津市議会視察来条
１５日　議会報編集委員会
２３日　福岡県大野城市議会視察来条

　８日　一期議員打合せ会
　９日　各派代表者打合せ会
１２日　政務活動費経理担当者会議
１３日　各派代表者打合せ会
１５日　各派代表者打合せ会
　　　　三重県伊勢市議会視察来条
１９日　各派代表者打合せ会
２０日　各派代表者打合せ会
　　　　第３回臨時会

[議長・副議長選出、議会運営委
員会・各常任委員会委員選任 ]

　　　　議会運営委員会
　　　　総務文教常任委員会
　　　　市民福祉常任委員会
　　　　経済建設常任委員会
　　　　議会報編集委員会
　　　　総務文教常任委員協議会

２２日　宮崎県日南市議会視察来条
　　　　日本自治創造学会研究大会

[新しい風 ]  ～２３日（東京都）
２３日　新潟県特別豪雪地帯市町村議会

協議会定期総会（上越市）
２６日　議会運営委員会
２８日　全国市議会議長会定期総会

（東京都）
３０日　新発田市・見附市議会視察来条

　２日　北信越市議会議長会表彰状伝達式
　３日　一期議員所管事務概要説明会　

～４日
　５日　市内公共施設等視察
　６日　市民福祉常任委員協議会
　　　　経済建設常任委員協議会
　９日　総務文教常任委員協議会
１３日　各派代表者会議
　　　　議案概要説明会
　　　　議会運営委員会
１９日　議会運営委員会
２０日　本会議 [全国市議会議長会表彰

状伝達式、提案説明 ]
　　　　議会報編集委員会
２３日　本会議 [大綱質疑～委員会付

託、一般質問 ]

２４日　本会議 [一般質問 ]
２５日　本会議 [一般質問 ]
　　　　議会運営委員会
２６日　本会議 [一般質問 ]
　　　　各派代表者会議
２７日　市民福祉常任委員会
　　　　市民福祉常任委員協議会
３０日　経済建設常任委員会

　１日　各派代表者会議
　　　　総務文教常任委員会
　　　　総務文教常任委員協議会
　３日　各派代表者会議
　　　　議会運営委員会
　４日　本会議 [委員長報告～採決 ]
　　　　河川改修・国道整備促進特別委

員会

4月

5月 6月 7月

　２日㈫　本会議　特別委員会設置、
提案説明

　４日㈭　本会議　大綱質疑～委員会
付託、一般質問

　５日㈮　本会議　一般質問
　８日㈪　本会議　一般質問
　９日㈫　本会議　一般質問
１０日㈬　市民福祉常任委員会
１１日㈭　経済建設常任委員会
１２日㈮　総務文教常任委員会
１６日㈫　決算審査特別委員会
１７日㈬　決算審査特別委員会
１８日㈭　決算審査特別委員会
２２日㈪　決算審査特別委員会
２５日㈭　本会議　委員長報告～採決
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電話：0256-34-5511（代）内線347
Fa x：0256-33-8861
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E-mail：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

議 会 日 誌議 会 日 誌

９月定例会日程

編集後記編集後記

委 員 長　野崎正志
副委員長　坂井良永
　　　　　野嵜久雄　  河原井拓也
　　　　　山田富義　  長橋一弘
　　　　　伊藤得三

【議会報編集委員会】

　永年にわたり市政発展
に尽力された功績により、
全国市議会議長会から
横山一雄議員および梶勉
前議員が議員在職15年
以上の、土田俊人前議
員、吉田進一郎前議員、
佐藤宗司議員および小林

誠議員が議員在職10年以上のそれぞれ一般表彰を受けられました。
　また、北信越市議会議長会から横山一雄議員および梶勉前議員が議員在職15年以
上の特別表彰を受けられ、土田俊人前議員、吉田進一郎前議員、佐藤宗司議員および
小林誠議員が議員在職10年以上の一般表彰を受けられました。
　なお、梶勉前議員および土田俊人前議員は都合により伝達式を欠席されました。

議 員 表 彰

小林誠議員
佐藤宗司議員

吉田進一郎前議員
横山一雄議員

S A N J O  S H I G I K A I  D A Y O R I

《市議会の新体制はじまる》 
　●議会構成.................................................. P2
《平成26年６月定例会（6月20日～7月4日）》　
　●議案賛否一覧 ....................................... P4
《市政を問う》
　●質疑・大綱質疑 ..................................... P6
　●一般質問 ................................................. P9
　●常任委員会審査レポート ...............P14
《報告》
　●政務活動費収支 ................................P15

主な内容

議会だよりへのご意見・ご要望は、こちらまで。
電話：0256-34-5511（内線347）  FAX：0256-33-8861
メール：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

パソコンでも情報発信中！ 三条市議会 検索

市 民 と
議
会
を
結
ぶ 架 け 橋

8.16
No.13
2014/H26

9／2
議会を傍聴しませんか？
次の定例会の
開催予定は ～火

三条市水防学習館

あの水害を忘れない

　いよいよ夏本番、連日暑い日が続いています。体調には十分注意して
ください。
　さて、今回から新しい議会報編集委員会メンバーで紙面づくりを行ってい
ます。市議会だよりを通じて市議会の様子や市政で取り組んでいることが市
民の皆様にお届けできれば幸いであります。
　わかりやすい議会報を目指し編集を行って参りますので、市民の皆様から
のご意見、ご感想をお聞かせいただくよう、よろしくお願い申し上げます。

この印刷物は、植物油インクと
再生紙を使用しています。



住みよい三条市に向かって
議論を重ねます

市議会の新体制はじまる
　
こ
の
た
び
議
員
各
位
よ
り
推
挙
さ

れ
議
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
三

条
市
議
会
の
議
長
と
い
う
重
責
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
主
役
は
常
に
市
民
で
あ
る
こ
と
を

基
本
に
、
公
平
公
正
の
議
会
運
営
を

心
掛
け
、
山
積
す
る
諸
課
題
に
向
け

全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
で
あ
る
よ
う
に
一

生
懸
命
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
地
方
分
権
が
進
み
、
地
域
の
自
治

を
進
め
る
上
で
、
議
会
が
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
は
よ
り
重
い

も
の
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
自
治
体
間
の
競
争
も
激
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
来
年
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て

新
し
い
三
条
市
が
誕
生
し
て
10
周
年

と
い
う
節
目
も
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
副
議
長
に
選

出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
浅
学
非
才
な
が
ら
議
長
を
補
佐
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議　長　　森山　　昭副議長　　杉井　　旬

常任委員会
　市の行う事務や議案に関する調査を効率的、専門的に行うため、議会が設置するもので、三条
市には３つあり、議員はいずれかに所属します。議案は、本会議で直ちに決めるものもあります
が、市の行う事務が幅広く内容も複雑なため、議案や請願の審査を常任委員会に付託して、所管
部局から詳しい説明を受け、質疑を行って委員会としての結論を出し、本会議に報告します。

　議会の円滑な運営を図るために、会期の決定や議
会の運営、議事の取り扱いなどを協議します。

　五十嵐川改修等に関する事業や国道8号(栄拡
幅)、国道289号(八十里越)、国道403号(三条北バ
イパス)整備事業の調査・研究を行います。

　市議会の活動状況を広く市民にお知らせし、議会
に対する理解と関心を深めてもらうため、市議会だよ
りを編集します。

【
所
管
部
局
】議
会
事
務
局
、総
務
部
、サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

会
計
課
、選
挙
管
理
委
員
会
、監
査
委
員
、公
平
委
員
会
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、教
育
委
員
会
、消
防
本
部
、

そ
の
他

【
所
管
部
局
】市
民
部
、福
祉
保
健
部

【
所
管
部
局
】経
済
部
、建
設
部
、農
業
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会（
定
数
９
人
）

市
民
福
祉
常
任
委
員
会（
定
数
９
人
）

経
済
建
設
常
任
委
員
会（
定
数
８
人
）

委員長

笹
さ さ

川
がわ

信
の ぶ

子
こ

公明党議員団
島田三丁目
3期

副委員長

小
こ

林
ばやし

　 誠
まこと

 
日本共産党議員団
島潟
４期

佐
さ

藤
と う

和
か ず

雄
お

自由クラブ
泉新田
４期

委員長

岡
おか

田
だ

竜
りゅう

一
い ち

新しい風
上保内
２期

委員長

山
やま

田
だ

富
と み

義
よ し

自民クラブ
林町二丁目
２期

副委員長

武
む

藤
と う

元
も と

美
み

日本共産党議員団
東本成寺
２期

副委員長

名
な

古
ご

屋
や

 豊
ゆたか

 
新しい風
西潟
２期

久
く

住
す み

久
ひ さ

俊
と し

自由クラブ
塚野目四丁目
４期

武
た け

石
い し

栄
え い

二
じ

自由クラブ
南中
４期

下
し も

村
む ら

喜
き

作
さ く

自由クラブ
田島二丁目
４期

阿
あ

部
べ

銀
ぎ ん

次
じ

郎
ろ う

自由クラブ
上保内
４期

杉
す ぎ

井
い

　 旬
ひとし

 
新しい風
鶴田一丁目
３期

熊
く ま

倉
く ら

　 均
ひとし

 
自由クラブ
長沢
４期

野
の

嵜
ざ き

久
ひ さ

雄
お

自由クラブ
東三条一丁目
１期

森
も り

山
やま

　 昭
あきら

 
自由クラブ
貝喰新田
３期

酒
さ か

井
い

　 健
つよし

 
新しい風
長野
１期

河
か

原
わ ら

井
い

拓
た く

也
や

新しい風
石上三丁目
１期

坂
さ か

井
い

良
りょう

永
え い

日本共産党議員団
福島新田
２期

藤
ふ じ

田
た

博
ひ ろ

史
ふ み

新しい風
北入蔵二丁目
２期

横
よ こ

山
やま

一
か ず

雄
お

自民クラブ
麻布
４期

長
な が

橋
は し

一
か ず

弘
ひろ

新政クラブ
元町
１期

佐
さ

藤
と う

宗
そ う

司
じ

自民クラブ
上谷地
４期

髙
こ う

坂
さ か

登
と

志
し

郎
ろ う

新政クラブ
東三条一丁目
４期

西
に し

川
かわ

重
し げ

則
の り

自民クラブ
島田三丁目
４期

伊
い

藤
と う

得
と く

三
ぞ う

無所属
南新保
１期

野
の

崎
ざ き

正
ま さ

志
し

公明党議員団
新光町
３期

委員長　　佐藤和雄
副委員長　藤田博史
　　　　　久住久俊　　　野嵜久雄　　岡田竜一　　横山一雄　　武藤元美　　笹川信子　　長橋一弘

委員長　　熊倉　均
副委員長　藤田博史
　　　　　阿部銀次郎　　武石栄二　　森山　昭　　岡田竜一　　酒井　健　　横山一雄　　佐藤宗司
　　　　　武藤元美　　　坂井良永　　野崎正志　　長橋一弘

委員長　　野崎正志
副委員長　坂井良永
　　　　　野嵜久雄　　　河原井拓也　　山田富義　　長橋一弘　　伊藤得三

　 議 会 運 営 委 員 会 （定数９人）

河川改修・国道整備促進特別委員会（定数13人）

 議 会 報 編 集 委 員 会 （各会派および無所属議員）

名　　前
所属会派
住　　所
期数(新市から)

顔写真

23 さんじょう市議会だより  2014年8月16日号さんじょう市議会だより  2014年8月16日号

議 会 構 成議 会 構 成   



　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
20
日
か
ら
７
月
４
日

ま
で
の
15
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
表
彰
状
伝

達
式
が
行
わ
れ
、「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
」

と「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
」

の
人
事
案
件
２
件
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、
い

ず
れ
も
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
は
、
こ
の
ほ
か
「
三
条
市
税

条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
の
条
例
案
件
、「
デ

ジ
タ
ル
移
動
系
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
構
築

委
託
業
務
契
約
の
締
結
」、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

車
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
「
動
産
の
取
得
」、

プ
ー
ル
の
損
傷
が
著
し
い
大
浦
小
学
校
、
大
面

小
学
校
お
よ
び
栄
北
小
学
校
の
プ
ー
ル
改
修
工

事
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
平
成
26
年
度
三
条

市
一
般
会
計
補
正
予
算
」
約
１
２
０
０
万
円
な

ど
16
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、

同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
請
願
の
採
択
に
伴
う
「
手
話
言
語
法

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
お
よ
び
「
30
人
以
下

学
級
実
現
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

復
元
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国
会
お
よ
び
関
係
行

政
庁
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
ま
し
た
。

議案賛否一覧表

↖ 5ページへ続く

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

会派名　  　 
（下段は所属議員数）

議　　案

自
由
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

新
政
ク
ラ
ブ

無

所

属

議

決

結

果区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 8 6 4 3 2 2 1

〔市長提出〕

人　
　

事

議 第 1 号 教育委員会委員の任命について 教育委員会委員坂爪公男さんは、平成26年7月25日任期満了することとなるの
で、その後任委員として坂爪公男さんを任命するもの　任期:4年 ○○○×○※

1 ×同意

議 第 2 号
固定資産評価審査委員会委員の選
任について

固定資産評価審査委員会委員稲田望さんは、平成26年6月29日任期満了するこ
ととなるので、その後任委員として稲田望さんを選任するもの　任期:4年 ○○○○○○○同意

条　
　
　
　
　

例

議 第 3 号 三条市税条例の一部改正について 地方税法の一部改正に伴い、これに準じ必要な改正を行うもの
施行期日:公布の日等 ○○○×○○×原案

可決

議 第 4 号
三条市国民健康保険税条例の一部
改正について

地方税法の一部改正および賦課期日後の納税義務の発生、消滅等に伴う賦課に
関する規定の整備等を行うため必要な改正を行うもの
施行期日:公布の日等

○○○○○○○原案
可決

議 第 5 号
三条市立児童館条例の一部改正に
ついて

効率的かつ効果的な保育施設の運営および多様化する保育ニーズへの対応のた
め、大島児童館および須頃保育所を統合し、新たな保育所を設置することから大
島児童館を廃止することについて、必要な改正を行うもの
施行期日:平成27年4月1日

○○○○○○○原案
可決

議 第 6 号
三条市火災予防条例の一部改正に
ついて

消防法施行令等の一部改正および屋外での催しに係る防火管理体制の構築を図
るため必要な改正を行うもの
施行期日:平成26年8月1日

○○○○○○○原案
可決

そ　
　

の　
　

他

議 第 7 号
デジタル移動系防災行政無線システ
ム構築委託業務契約の締結について

デジタル移動系防災行政無線システム構築に係る設計および施設整備工事
契約金額　1億7,269万2,000円
契約者　　藤島無線工業株式会社

○○○○○○○同意

議 第 8 号
本成寺中学校特別教室棟等改築建
築本体工事請負契約の一部変更に
ついて

インフレスライド条項を適用するとともに、消費税率の変更のため増額
変更前契約金額 2億212万5,000円
変更後契約金額 2億888万6,988円

○○○○○○○同意

議 第 9 号
第二中学校屋内体育館改築建築本
体工事請負契約の一部変更について

インフレスライド条項を適用するとともに、杭長の変更のため増額
変更前契約金額 4億4,496万円
変更後契約金額 4億5,404万3,880円

○○○○○○○同意

議第10号 動産の取得について
ロータリー除雪車　1台
取得金額　3,277万8,000円
契約者　　株式会社日の出自動車

○○○○○○○同意

議第11号 動産の取得について
消防ポンプ自動車　1台
取得金額　3,996万円
契約者　　新潟モリタ株式会社

○○○○○○○同意

予　
　

算

議第12号
平成26年度三条市一般会計補正予
算

予防接種事業費、小学校施設整備費等の追加
補正額 1,133万2,000円
補正後の額 501億8,733万2,000円

○○○○○○○原案
可決

議第13号
平成26年度三条市国民健康保険事
業特別会計補正予算

生活習慣病予防のための家庭訪問事業について、補助金を活用し実施するもの
補正額 102万5,000円
補正後の額 104億8,292万7,000円

○○○○○○○原案
可決

会派名　  　 
（下段は所属議員数）

議　　案

自
由
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

新
政
ク
ラ
ブ

無

所

属

議

決

結

果区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 8 6 4 3 2 2 1

そ
の
他

議第14号
旧一ノ木戸小学校跡地調整池整備
工事請負契約の締結について

雨水貯留槽　2,500㎥
契約金額　　2億2,572万円
契約者　　　外山・山本特定共同企業体

○○○○○○○同意

予　
　
　

算

議第15号
平成26年度三条市一般会計補正予
算

不当労働行為救済申立てに係る新潟県労働委員会の審査の対応について、弁護
士に委託するため増額
補正額 54万円
補正後の額 501億8,787万2,000円

○※
2 ○○○○×

原案
可決

議第16号
平成26年度三条市水道事業会計補
正予算

不当労働行為救済申立てに係る新潟県労働委員会の審査の対応について、弁護
士に委託するため増額
補正額　　　　 27万円
補正後の額 21億703万6,000円

○※
2 ○○○○×

原案
可決

専
決
処
分

報 第 1 号
専決処分報告について

（平成26年度三条市一般会計補正
予算）

被災者生活再建支援事業費の追加
補正額　 900万円
補正後の額 501億7,600万円

○○○○○○○承認

報 第 2 号
専決処分報告について

（平成26年度三条市国民健康保険
事業特別会計補正予算）

歳入欠陥を生じたため繰り上げ充用するもの
補正額 3億3,250万2,000円
補正後の額 104億8,190万2,000円

○○○○○○○承認

〔議員発案〕

そ
の
他

議員発 案
第 1 号

特別委員会の設置について

市議会に「河川改修・国道整備促進特別委員会」を設置するもの
定数　13人　　
調査内容:五十嵐川改修等、国道8号(栄拡幅)・国道289号(八十里越)・国道403
号(三条北バイパス)整備事業の調査・研究

○○○○○○○ 原案
可決

意
見
書

議員発 案
第 2 号

手話言語法の制定を求める意見書
の提出について

手話言語法を早期に制定するよう要望する意見書を提出するもの
提出先:衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、厚生
労働大臣

○○○○○○○ 原案
可決

議員発 案
第 3 号

30人以下学級実現及び義務教育費
国庫負担制度の復元を求める意見
書の提出について

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担制度を復元するよう要望する意
見書を提出するもの　　
提出先:内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

○○○○○○○ 原案
可決

〔請　　願〕

請　
　

願

請 願
第 1 号

手話言語法の制定を求める意見書
の提出を求める請願

手話言語法の制定を求める意見書の提出を求めるもの ○○○○○○○ 採択

請 願
第 2 号

30人以下学級実現及び義務教育費
国庫負担制度の復元を求める請願

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担制度を復元するよう要望する意
見書の提出を求めるもの ○○○○○○○ 採択

請 願
第 3 号

集団的自衛権をめぐる憲法解釈に関
する意見書の提出を求める請願

集団的自衛権をめぐる憲法解釈に関する意見書の提出を求めるもの ×※
3
※
4 ○×※

5 ○
不採
択

※１　髙坂登志郎議員は賛成、長橋一弘議員は反対
※２　名古屋豊議員、杉井旬議員、岡田竜一議員、藤田博史議員、河原井拓也議員は賛成、酒井健議員は反対
※３　杉井旬議員、岡田竜一議員、藤田博史議員、酒井健議員、河原井拓也議員は賛成、名古屋豊議員は反対
※４　山田富義議員は賛成、西川重則議員、横山一雄議員、佐藤宗司議員は反対
※５　長橋一弘議員は賛成、髙坂登志郎議員は反対

定
例
会

平
成
26
年
第
4
回

6月全
議
案
原
案
の
と
お
り
決
定

自 由 ク ラ ブ ○久住　久俊　　　　佐藤　和雄　　　　下村　喜作　　　　阿部銀次郎　　　　熊倉　　均　　
　武石　栄二　　　　森山　　昭　　　　野嵜　久雄

新 し い 風 ○名古屋　豊　　　　杉井　　旬　　　　岡田　竜一　　　　藤田　博史　　　　酒井　　健
　河原井拓也

自 民 ク ラ ブ ○西川　重則　　　　横山　一雄　　　　佐藤　宗司　　　　山田　富義

日 本 共 産 党 議 員 団 ○小林　　誠　　　　武藤　元美　　　　坂井　良永

公 明 党 議 員 団 ○野崎　正志　　　　笹川　信子

新 政 ク ラ ブ ○髙坂登志郎　　　　長橋　一弘

無 所 属 　伊藤　得三

※○：会派の代表者

会派所属議員
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な
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

２
点
の
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
救
済
の
申
し

立
て
の
内
容
は
、
誠
実
な
団
体
交
渉
を
再
開

す
る
こ
と
、
団
体
交
渉
の
結
果
が
妥
結
さ
れ

る
ま
で
の
間
は
改
正
前
の
給
与
を
支
給
す
る

こ
と
の
２
点
で
あ
る
。

問
裁
判
等
に
な
れ
ば
経
費
が
掛
か
る

の
を
承
知
で
、
な
ぜ
職
員
組
合
と

真
摯
に
交
渉
せ
ず
、
改
正
例
規
を
運
用
し

た
の
か
。

答
無
年
金
期
間
を
無
く
す
た
め
で
あ

る
。

問
過
去
に
職
員
組
合
と
の
紛
争
で
、
協

定
を
結
ん
で
い
る
が
、
承
知
し
て
い

る
の
か
。

答
十
分
承
知
し
て
い
る
。

問
そ
の
際
に
、
弁
護
士
等
の
経
費
は
、

い
く
ら
掛
か
っ
た
の
か
。

答
着
手
金
が
52
万
５
０
０
０
円
、
報
酬

が
１
０
０
万
円
、
職
員
の
時
間
外
勤

務
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
な
い
。

問
三
条
市
独
自
の
政
策
に
関
す
る
費
用

な
の
だ
か
ら
、
三
条
市
独
自
で
対
応

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答
職
員
だ
け
で
は
専
門
的
な
知
見
に
足

り
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
行
政
運
営
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

が
必
要
。
目
先
の
コ
ス
ト
削
減
が
最

終
的
な
コ
ス
ト
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
が
市
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
な
人
事
政
策
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
必

要
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

が
言
い
訳
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
適
切
な
人
事
政
策
を
行
っ
て

い
く
。

報
第
１
号

問
小
規
模
災
害
生
活
再
建
資
金
貸
付
金

９
０
０
万
円
を
被
災
者
が
活
用
し
て

い
な
い
要
因
は
何
か
。

答
８
月
末
ま
で
が
申
し
込
み
期
限
だ

が
、
今
後
、
生
活
再
建
に
向
け
た
支

払
い
方
法
な
ど
の
め
ど
を
検
討
さ
れ
る
こ
と

も
推
察
さ
れ
、
被
災
者
か
ら
の
照
会
・
相
談

に
は
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市
政
の？を

問
い
ま
し
た

議
第
３
号

問
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
政

府
は
新
た
に
地
方
法
人
税
を
一
部
国

税
化
し
、
地
方
交
付
税
の
原
資
に
す
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
改
正
で
三
条
市
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。

答
一
部
国
税
化
に
よ
る
地
方
交
付
税
の

配
分
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
不
明
。

　

三
条
市
の
税
率
引
き
下
げ
の
影
響
は
、
約

１
億
７
０
０
０
万
円
の
減
収
。
地
方
消
費
税

交
付
金
は
当
初
予
算
で
１
億
３
０
０
０
万
円

の
増
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
今
回
の
改
正
で
軽
自
動
車
税
の
税
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
市
民
へ
の
影

響
と
三
条
市
へ
の
税
収
は
ど
の
程
度
か
。

答
原
付
バ
イ
ク
、
オ
ー
ト
バ
イ
な

ど
の
標
準
税
率
の
引
き
上
げ
で

約
１
２
０
０
万
円
、
軽
四
輪
等
は
、
約

９
０
０
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
新
た
に
軽
自
動
車
に
重
課
税
が
導
入

さ
れ
る
。
13
年
経
過
し
た
時
点
で

１
・
８
倍
も
増
税
す
る
こ
の
制
度
は
、
物
を

大
切
に
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
理
不
尽
な
制

度
だ
。
こ
の
制
度
の
見
解
と
該
当
す
る
車
両

の
数
、
税
収
は
ど
の
程
度
か
。

答
重
課
税
の
導
入
は
、
軽
自
動
車
に
も

ク
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
導

入
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
対
象
台
数
は

６
８
７
３
台
、
税
収
は
約
２
８
０
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

議
第
６
号

問
国
の
条
例
制
定
基
準
の
見
直
し
等
が

行
わ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
何
か
。

答
平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
福
知
山
市

で
死
者
３
名
・
負
傷
者
56
名
を
出
し

た
花
火
大
会
火
災
を
踏
ま
え
、
同
様
の
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。

議
第
12
号

問
ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
行
っ
て

い
る
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
理
屈
通
り
の
や
り
方

で
は
な
く
、
お
礼
品
の
充
実
に
か

じ
を
切
る
。
や
る
か
ら
に
は
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
目
指
し
、
１
万
円
以
上
の
寄
附

者
に
は
３
年
間
有
効
な
還
元
率
60
％
の
ポ

イ
ン
ト
を
進
呈
し
、
特
産
品
の
組
み
合
わ

せ
も
自
由
に
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
を
10

月
か
ら
開
始
す
る
。

議
第
14
号

問
入
札
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
不
調
が

続
出
し
て
い
る
こ
と
は
全
国
的
な
傾

向
で
は
あ
る
が
、
予
定
価
格
の
設
定
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
何
度
か
指
摘
し
て

い
る
。
今
回
の
予
定
価
格
に
は
議
会
で
指
摘

し
た
資
材
の
高
騰
や
建
設
労
務
者
、
鉄
筋

工
、
型
枠
工
な
ど
の
建
設
労
働
者
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で

設
定
し
た
の
か
。

答
今
回
の
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
経
済
情
勢
、
部
材
の
高
騰
後
の

単
価
、
労
務
単
価
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
適
正
な
予
定
価
格
と

認
識
し
て
い
る
。

議
第
15
号
お
よ
び
議
第
16
号

問
新
潟
県
労
働
委
員
会
に
行
っ
た
申
し

立
て
の
中
で
、
組
合
交
渉
に
お
い
て

ど
う
い
う
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た
の
か
。

救
済
申
し
立
て
の
内
容
は
何
か
、
つ
ま
び
ら

か
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
申
し
立
て
の
趣
旨
は
、
一
連
の
団
体

交
渉
が
不
誠
実
な
団
体
交
渉
だ
と
い

う
主
張
と
、
そ
の
交
渉
に
当
た
る
者
が
適
当

議席図
図中の番号は議席番号です。

傍 聴 席

21
西川重則

22
阿部銀次郎

23
下村喜作

24
佐藤和雄

25
久住久俊

26
髙坂登志郎

13
佐藤宗司

14
横山一雄

15
杉井 旬

16
森山 昭

17
武石栄二

18
熊倉 均

19
野崎正志

20
小林 誠

５
山田富義

６
岡田竜一

７
藤田博史

８
名古屋豊

９
野嵜久雄

10
笹川信子

11
坂井良永

12
武藤元美

１
河原井拓也

２
酒井 健

３
伊藤得三

４
長橋一弘質問席

演壇
理事者側席 理事者側席

議長

〔一般質問〕　議員による市政に対する一般質問の方法として、これまでの一括質問方式に一問一答方式と
分割質問方式を加えました。これは、今まで質問とそれに対する答がわかりにくいというご意見があった
こと、また議会運営委員会での議事運営に関する先進地視察で得たもので、どのような方法がいいのか議
論し、検討を行った結果６月定例会から運用しました。
　これからは、これまで以上に議論を深め、市民の皆さんにわかりやすくお伝えしていきたいと思います。

《平成26年６月定例会における一般質問通告状況》
　　一括質問方式　４人　　　一問一答方式　９人　　　分割質問方式　２人

6
月
定
例
会
で

は
、3
会
派
が

質
疑
・
大
綱
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
・
大
綱
質
疑
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討     論

一
般
質
問

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

【
議
員
と
行
政
の
Ｑ
＆
Ａ
】

市
政
の？を

問
い
ま
し
た

合
併
10 
年
に
向
け
て
の
取
り
組
み

問
来
年
５
月
で
新
三
条
市
が
誕
生
し
10
年

と
な
る
。合
併
の
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面

の
検
証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
ハ
ー
ド
面
は
、地
域
審
議
会
で
検
証
を

行
っ
て
き
た
。ソ
フ
ト
面
は
、市
民
満
足

度
調
査
を
小
学
校
区
単
位
で
集
計
し
、

満
足
度
の
違
い
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て

い
る
。次
期
総
合
計
画
策
定
に
際
し
て
も

満
足
度
の
違
い
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

問
土
木
災
と
農
地
災
の
区
分
、農
地
災
の

負
担
額
の
上
限
に
つ
い
て
。

答
災
害
復
旧
時
に
お
い
て
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
、区
分
は
明
確
に
し
な
い
。農
地

災
の
負
担
額
上
限
は
、旧
下
田
の
制
度

１
カ
所
５
万
円
が
生
き
て
い
る
。

三
条
市
職
員
の
再
任
用
制
度
に
つ
い
て

問
再
任
用
職
員
を
全
て
期
限
付
任
用
職
員

相
当
と
せ
ず
、時
間
外
勤
務
の
削
減
と

も
な
る
運
用
を
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
雇
用
と
年
金
の
接
続
の
た
め
の
制
度
で

あ
り
、格
付
け
に
つ
い
て
は
責
任
の
度
合

い
に
応
じ
検
討
す
る
。

中
心
市
街
地
の
魅
力
の
向
上

問
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、ど
の
よ
う

に
中
心
市
街
地
整
備
を
図
る
の
か
。

答
全
天
候
型
広
場
や
旭
・
裏
館
統
合
保
育

所
、飲
料
水
の
備
蓄
施
設
、内
水
対
策

等
ま
ち
づ
く
り
を
ハ
ー
ド
面
か
ら
投
資

す
る
。

麻
布
谷
川
の
抜
本
改
修
に
つ
い
て

問
麻
布
谷
川
が
氾
濫
す
る
と
嵐
北
の
市
街

地
、井
栗
、下
保
内
方
面
に
ま
で
甚
大
な

被
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。隧
道
が

竣
工
し
て
六
十
余
年
が
経
過
し
、老
朽

化
が
進
み
崩
落
等
の
危
険
が
あ
る
。調

査
結
果
と
補
修
、新
ト
ン
ネ
ル
の
必
要
性

に
つ
い
て
、信
濃
川
水
系
土
石
流
危
険
渓

流
に
つ
い
て
、雨
の
た
び
に
大
き
な
被
害

が
出
て
お
り
、谷
止
め
ダ
ム
な
ど
抜
本

的
改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。保
安
林
の

指
定
な
ど
で
麻
布
谷
川
の
抜
本
的
改
修

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
隧
道
の
現
況
調
査
を
行
い
、県
に
事
業
化

を
要
望
し
て
い
る
。内
部
に
亀
裂
が
あ

り
、湧
き
水
も
見
ら
れ
る
一
方
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
剥
離
は
な
い
。老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
が
緊
急
性
は
少
な
く
、当
面
は

補
修
な
ど
の
維
持
管
理
に
努
め
、工
事

の
実
施
に
向
け
県
と
協
議
を
進
め
て
い

く
。谷
止
め
ダ
ム
は
、県
の
治
山
事
業
で

設
置
さ
れ
る
よ
う
要
請
中
で
あ
る
。麻

布
谷
川
の
改
修
は
、周
辺
山
林
の
保
安

林
指
定
な
ど
地
元
と
連
携
し
て
、県
に

事
業
化
を
求
め
て
い
き
た
い
。

国
保
税
に
つ
い
て

問
三
条
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、平
成

23
年
度
か
ら
連
続
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

「
国
保
税
は
重
過
ぎ
る
」「
何
と
か
し
て
ほ

し
い
」と
の
声
が
多
い
。こ
の
間
、ど
の
く

ら
い
値
上
げ
し
、被
保
険
者
は
こ
れ
に
耐

え
ら
れ
る
だ
け
所
得
が
上
が
っ
た
の
か
。

累
積
赤
字
の
穴
埋
め
を
全
て
保
険
税
で

賄
う
の
は
無
理
で
は
な
い
の
か
。

答
こ
の
間
、１
人
当
た
り
の
税
額
は
約

22
%
増
加
し
、被
保
険
者
の
所
得
は
、１

人
当
た
り
５
・
９
％
の
増
加
。赤
字
解
消

は
、基
金
の
取
り
崩
し
、保
険
税
の
値
上

げ
が
基
本
で
あ
り
最
善
の
方
策
だ
と
考

え
て
い
る
。

議
第
15
号
平
成
26
年
度
三
条
市
一
般

会
計
補
正
予
算
と
議
第
16
号
平
成
26

年
度
三
条
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
に
反
対

　

こ
の
補
正
予
算
は
、職
員
組
合
が
不

当
労
働
行
為
救
済
申
し
立
て
を
行
っ

た
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
弁
護
士
等

に
係
る
経
費
の
予
算
措
置
を
行
う
も

の
で
あ
り
、市
の
対
応
に
よ
っ
て
は
今

後
さ
ら
に
支
出
が
見
込
ま
れ
る
経
費

で
あ
る
。今
、市
が
す
べ
き
こ
と
は
、弁

護
士
費
用
を
補
正
す
る
こ
と
で
は
な

く
、職
員
組
合
と
話
し
合
い
、解
決
を

目
指
す
こ
と
で
は
な
い
の
か
。た
だ
漫

然
と
税
金
を
使
い
裁
判
を
す
る
と
い

う
の
は
、許
さ
れ
な
い
。

　

地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に

関
す
る
法
律
第
２
条
に
、関
係
者
の
責

務
と
し
て
、「
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
そ
の
経
営
す
る
企
業（
中
略
）の
重

要
性
に
か
ん
が
み
、（
中
略
）関
係
者

は
、紛
争
を
で
き
る
だ
け
防
止
し
、か

つ
、主
張
の
不
一
致
を
友
好
的
に
調
整

す
る
た
め
に
、最
大
限
の
努
力
を
尽
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
規
定
さ
れ
て

い
る
。職
員
組
合
と
市
に
お
い
て
、最

大
限
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。努
力

な
し
に
、安
易
に
補
正
予
算
を
認
め
る

べ
き
で
は
な
い
。駄
目
だ
っ
た
場
合
に

改
め
て
補
正
予
算
を
上
程
す
る
べ
き

で
あ
り
、そ
の
努
力
を
し
て
こ
そ
、今

後
の
審
議
に
お
い
て
、三
条
市
の
正
当

性
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

  

自
由
ク
ラ
ブ

請
願
第
３
号
に
反
対

　

日
本
国
憲
法
制
定
後
、吉
田
内
閣
は

「
個
別
的
自
衛
権
」も
な
い
と
し
て
い

た
。憲
法
第
９
条
を
そ
の
ま
ま
読
め
ば

当
然
そ
う
な
る
。そ
れ
が
、時
の
変
遷

に
よ
り
自
衛
の
た
め
の
戦
力
は
保
持

し
て
も
構
わ
な
い
、自
衛
の
た
め
の
戦

争
ま
で
は
禁
じ
て
い
な
い
と
い
う
解
釈

に
変
わ
っ
た
。憲
法
制
定
後
間
も
な
く

70
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、わ
が

国
の
防
衛
政
策
は
こ
れ
ま
で
解
釈
改

憲
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
て
き
た
と
い
う

の
が
歴
史
の
真
実
で
あ
る
。

　

現
在
わ
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
環

境
は
激
変
し
、周
辺
国
に
は
あ
か
ら
さ

ま
に
軍
事
力
を
強
化
し
て
わ
が
国
を

威
嚇
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
存
在
す
る
。

同
盟
国
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
強
化

す
る
集
団
的
自
衛
権
を
確
立
す
る
こ

と
は
、わ
が
国
を
侵
略
し
よ
う
と
す
る

者
に
攻
撃
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ

と
、す
な
わ
ち
抑
止
力
の
強
化
に
つ
な

が
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
の
確
立
は
戦
争
へ

の
道
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
マ
ス
コ

ミ
で
横
行
し
て
い
る
が
、そ
の
よ
う
な

論
理
不
在
の
情
緒
的
意
見
に
は
く
み

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。国
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、国
連
も
は
っ
き

り
認
め
、ど
の
国
で
も
常
識
と
さ
れ
て

い
る
集
団
的
自
衛
権
を
確
立
す
る
こ

と
を
宣
言
し
た
安
倍
内
閣
の
英
断
を

高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

  

日
本
共
産
党
議
員
団

請
願
第
３
号
に
賛
成

　

日
本
は
、先
の
大
戦
で
３
１
０
万
余

の
国
民
の
尊
い
命
を
失
い
、三
条
市
に

お
い
て
も
こ
の
戦
争
で
２
７
４
６
人

が
亡
く
な
っ
た
。日
本
は
悲
惨
な
体
験

と
多
大
な
犠
牲
の
も
と
に
平
和
憲
法

を
制
定
し
た
。

　

こ
の
憲
法
の
も
と
で
、戦
後
こ
れ
ま

で
日
本
は
戦
争
に
よ
っ
て
１
人
の
国

民
も
外
国
人
に
殺
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

ま
た
１
人
の
外
国
人
を
殺
す
こ
と
も

な
く
、戦
争
を
し
な
い
国
と
し
て
諸
外

国
の
人
々
の
信
頼
を
得
て
き
た
。

　

し
か
し
、安
倍
内
閣
は
７
月
1
日
、

国
民
多
数
の
反
対
の
声
に
背
い
て
、集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
柱
と
し
た

解
釈
改
憲
の
閣
議
決
定
を
強
行
し
た
。

　

こ
の
閣
議
決
定
は
、「
憲
法
第
９
条

の
も
と
で
は
海
外
で
の
武
力
行
使
は

許
さ
れ
な
い
」と
い
う
、従
来
の
政
府

見
解
を
転
換
し「
海
外
で
戦
争
す
る

国
」へ
の
道
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

　

安
倍
首
相
は「
必
要
最
小
限
の
実
力

の
行
使
」と
い
う
が
、い
っ
た
ん
海
外
で

の
武
力
行
使
に
踏
み
切
れ
ば
、相
手
か

ら
の
反
撃
を
招
き
、攻
撃
さ
れ
れ
ば
応

戦
す
る
と
い
う
際
限
の
な
い
戦
争
の

泥
沼
に
陥
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

地
方
か
ら「
戦
争
を
す
る
な
」の
声

を
上
げ
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

三
条
市
議
会
と
し
て
政
府
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。こ
の
請

願
は
採
択
す
べ
き
。

  

日
本
共
産
党
議
員
団

議
第
３
号
三
条
市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
反
対

　

国
の
地
方
税
法
の
一
部
改
正
は
、消

費
税
増
税
と
一
体
で
消
費
税
を
地
方

財
源
の
主
要
財
源
と
し
て
整
備
定
着

さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

法
人
市
民
税
で
は
自
治
体
間
の
税

収
格
差
を
是
正
す
る
と
し
て
、地
方
自

治
体
独
自
の
財
源
で
あ
る
法
人
市
民

税
の
法
人
税
割
の
税
率
を
引
き
下
げ
、

そ
の
財
源
を
も
と
に
、国
税
と
し
て
地

方
法
人
税
を
創
設
。地
方
へ
配
分
す
る

地
方
交
付
税
の
原
資
と
し
て
い
る
。法

人
市
民
税
・
法
人
税
割
の
税
率
が
２
・

６
％
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

今
後
税
収
へ
の
影
響
が
大
変
懸
念
さ

れ
る
。

　

ま
た
、軽
自
動
車
税
の
税
率
引
き
上

げ
と
重
課
税
の
導
入
に
つ
い
て
は
、車

体
課
税
に
つ
い
て
、自
動
車
取
得
税
の

税
率
を
引
き
下
げ
る
一
方
、財
源
の
穴

埋
め
と
し
て
軽
自
動
車
税
を
引
き
上

げ
る
も
の
だ
。

　

軽
自
動
車
は
価
格
、維
持
費
が
安

価
な
た
め
、そ
の
需
要
は
大
き
い
。生

活
に
欠
か
せ
な
い
軽
自
動
車
や
原
付

オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に
大
幅
な
増
税
を

行
う
こ
と
は
、消
費
税
増
税
と
と
も
に

二
重
の
負
担
増
と
な
る
。

　

ま
た
、平
成
28
年
度
分
よ
り
、最
初

の
新
規
検
査
か
ら
13
年
経
過
す
る
と

一
気
に
現
行
税
率
の
１
・
８
倍
に
も
な

る
理
不
尽
な
改
正
の
た
め
反
対
。

下田村閉村記念碑

河川災害

麻布谷川
の氾濫

土石流危
険渓流の
注意看板
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集
団
的
自
衛
権
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

問
安
倍
内
閣
は
、海
外
で
の
武
力
行
使
を

容
認
す
る
憲
法
解
釈
の
変
更
を
閣
議
決

定
で
行
お
う
と
し
て
い
る
。ま
た
、三
条

市
は
立
て
看
板
な
ど
で
自
衛
官
募
集
に

協
力
を
し
て
い
る
。自
衛
隊
の
役
割
が
大

き
く
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、

こ
の
ま
ま
続
け
る
の
か
。

答
自
衛
官
募
集
事
務
は
、自
衛
隊
法
の
規

定
に
基
づ
く
法
定
受
託
事
務
で
、本
来

国
が
行
う
事
務
を
法
令
の
規
定
に
基
づ

き
地
方
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
に
す
ぎ

ず
、今
後
も
継
続
し
て
い
く
。国
防
に
関

す
る
国
の
議
論
に
市
町
村
が
意
見
を
申

し
述
べ
る
こ
と
は
な
い
。

三
条
庁
舎
に
つ
い
て
の
考
え
は

問
45
年
以
上
経
過
し
た
中
で
、新
庁
舎
建

設
の
計
画
は
あ
る
の
か
。現
庁
舎
の
耐
震

対
策
と
耐
震
強
度
に
つ
い
て
、障
が
い
者

に
利
用
し
や
す
い
対
応
と
庁
舎
内
の
改

善
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
現
段
階
で
は
具
体
的
計
画
は
な
い
。耐
震

診
断
の
調
査
結
果
で
は
、Ｉ
Ｓ
値
は
０
・

25
か
ら
１
・
26
の
幅
に
あ
り
、大
規
模
な

地
震
に
よ
り
す
ぐ
倒
壊
す
る
こ
と
は
な

い
。障
が
い
者
対
応
と
し
て
は
、今
年
度

５
階
と
地
下
、そ
れ
か
ら
低
層
棟
の
ト
イ

レ
改
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。多
目
的

な
ト
イ
レ
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。利
用

し
や
す
い
庁
舎
に
し
て
い
き
た
い
。

林
業
政
策
に
つ
い
て

問
平
成
16
年
、23
年
の
大
水
害
で
中
山
間

地
で
の
山
林
被
害
は
大
き
い
。農
林
土
木

費
を
細
分
化
し
、林
業
土
木
費
の
予
算

立
て
で
、里
山
整
備
の
取
り
組
み
を
し
て

は
ど
う
か
。

答
農
林
課
の
農
林
関
係
補
助
金
に
よ
り
里

山
整
備
、ま
た
周
辺
環
境
の
整
備
を

行
っ
て
お
り
細
分
化
の
必
要
は
な
い
。

中
山
間
地
振
興
計
画
に
つ
い
て

問
合
併
10
年
間
の
取
り
組
み
と
空
き
家
対

策
と
し
て
の
民
宿
計
画
の
考
え
は
。

答
振
興
計
画
に
つ
い
て
は
、国
の
山
村
振
興

法
に
基
づ
き
策
定
し
て
い
る
。空
き
家
を

選
定
し
、計
画
を
進
め
て
い
る
。

若
年
層
の
投
票
率
ア
ッ
プ
を
目
指
せ
！

問
先
進
事
例
の
調
査
や
市
民
の
ア
イ
デ
ア

を
募
る
な
ど
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
先
進
事
例
の
研
究
や「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
」

「
大
学
生
対
象
の
新
潟
選
挙
カ
レ
ッ
ジ
」

「
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
」な
ど
新
た

な
取
り
組
み
を
行
う
県
と
の
連
携
を
図

る
。出
前
授
業
に
つ
い
て
は
、来
年
１
月

下
旬
に
大
崎
小
学
校
で
実
施
が
決
ま
っ

て
い
る
。

ア
イ
デ
ア

募
集
の
提

言
に
つ
い

て
は
参
考

に
す
る
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
！

問
制
度
利
用
者
の
実
数
や
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
態
調

査
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。実

際
に
相
談
に
乗
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
や
後
見
人
と
な
っ
て
い
る
弁

護
士
、司
法
書
士
、行
政
も
含
め
た
意
見

交
換
も
進
め
て
い
く
。

問
三
条
市
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

実
施
要
綱
に
あ
る「
市
長
申
立
」は
利
用

促
進
の
障
壁
。平
成
20
年
に
は
厚
生
労

働
省
か
ら
対
象
者
拡
大
を
求
め
る
事
務

連
絡
も
出
て
お
り
、三
条
市
で
も「
市
長

申
立
」要
件
を
外
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
取
り
巻
く
環
境

を
考
慮
し
て
助
成
対
象
者
の
拡
大
を
図

る
べ
き
で
、厚
生
労
働
省
の
事
務
連
絡
に

沿
っ
て
見
直
し
を
し
た
い
。

新
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
行
政
の
規
模
、質
は
過
剰
で
、体
質
は
硬

直
的
で
あ
る
と
あ
る
が
。

答
市
民
ニ
ー
ズ
が
低
下
し
た
事
業
を
漫
然

と
継
続
し
て
き
た
り
、職
員
の
増
加
と
い

う
状
況
が
過
剰
で
、環
境
の
変
化
に
対

応
で
き
な
い
職
員
の
考
え
方
が
硬
直
的

で
あ
る
。

問
製
造
業
者
に
対
す
る
優
遇
策
は
。

答
こ
れ
ま
で
売
れ
る
も
の
づ
く
り
支
援
事

業
等
の
支
援
策
を
実
行
し
て
き
た
し
、

今
年
度
は
新
た
に「
一
社
逸
品
づ
く
り
」

を
支
援
す
る
な
ど
継
続
的
に
実
施
し
て

い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

問
学
校
給
食
の
無
償
化
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

答
経
済
的
理
由
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た

す
世
帯
に
は
、就
学
援
助
制
度
に
よ
り

給
食
費
の
全
額
を
援
助
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
三
条
市
の
奨
学
金
制
度
を
貸
与
か
ら
給

付
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
特
に
考
え
て
い
な
い
。

議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て

問
実
施
さ
れ
た
場
合
、市
政
執
行
上
不
都

合
は
生
じ
な
い
か
。

答
二
元
代
表
制
に
お
い
て
、市
民
の
た
め
に

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
に
高
等
教
育
機
関
を
！

問
人
口
の
社
会
減

を
縮
小
す
る
た

め
高
等
教
育
機

関
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
？

答
高
等
教
育
機
関

の
設
置
は
極
め

て
有
効
な
選
択

肢
の
一
つ
で
あ

る
。高
校
を
卒
業
し
た
方
の
市
外
転
出

が
顕
著
で
あ
り
、女
性
に
お
い
て
は
か
な

り
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。ま
た
、県
央
の

２
次
医
療
圏
は
医
師
不
足
と
並
び
、看

護
師
さ
ん
の
配
置
状
況
は
深
刻
で
あ

る
。そ
の
よ
う
な
社
会
動
態
、県
央
の
医

療
環
境
の
状
況
を
鑑
み
、比
較
的
女
性

の
職
場
で
あ
る
看
護
の
世
界
で
高
等
教

育
機
関
を
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
実

現
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

人
権
政
策
と
教
育
政
策
の
融
合

～
い
じ
め
問
題
の
対
応
～

問
い
じ
め
は
人
権
問
題
で
あ
る
。社
会
全
体

で
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

地
域
に
真
に
開
か
れ
た
学
校
と
な
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。人
権
政
策
と
学

校
現
場
に
お
け
る
教
育
政
策
の
連
携
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答
地
域
に
学
校
を
開
き
、大
勢
の
大
人
の

力
を
借
り
な
が
ら
い
じ
め
防
止
に
取
り

組
む
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

問
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、医
療
・

介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
で
受
け

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
昨
年
か
ら
三
条
市
医
師
会
で
は
、在
宅

医
療
体
制
の
構
築
に
向
け
た
モ
デ
ル
事

業
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。積
極
的
に

協
力
し
、そ
れ
を
中
核
に
肉
付
け
し
て
い

き
た
い
。

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
付
き
住
宅
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か
。

答
医
療
と
介
護
が
連
携
し
て
高
齢
者
を
支

援
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
の
一
般
住

宅
は
、現
在
２
つ
設
置
さ
れ
て
い
る
。８

月
に
は
さ
ら
に
１
つ
新
築
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

問
認
知
症
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答
医
療
と
介
護
の
連
携
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
の
花「
ヒ
メ
サ
ユ
リ
」に
つ
い
て

問
市
の
花
と
し
て
活
用
は
ど
う
か
。

答
越
後
三
条
・
高
城
ヒ
メ
サ
ユ
リ
祭
り
や
観

光
看
板
、名
刺
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に

活
用
し
て
い
る
。

問
山
登
り
の
で
き
な
い
人
へ
ど
の
よ
う
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
。

答
高
山
植
物
で
あ
る
の
で
自
生
し
て
い
る

姿
に
価
値
が
あ
る
が
、プ
ラ
ン
タ
ー
植
え

を
各
所
に
用
意
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
、

中
学
卒
業
ま
で
拡
充
を
！

問
県
内
の
９
割
以
上
の
自
治
体
で
は
既
に

中
学
、高
校
卒
業
ま
で
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
を
し
て
い
る
。な
ぜ
三
条
市
で
で

き
な
い
の
か
。

答
そ
れ
以
外
に
効
果
的
な
政
策
を
や
る
必

要
が
あ
る
か
ら
だ
。

和
食
に
牛
乳
は
合
わ
な
い
？

だ
か
ら
給
食
の
牛
乳
は
中
止
？

問
学
校
給
食
の
牛
乳
に
つ
い
て
は
考
え
方

が
賛
否
両
論
で
二
分
す
る
中
、試
行
的

と
は
い
え
冬
期
間
の
中
止
を
決
め
る
こ

と
で
よ
か
っ
た
の
か
。

答
牛
乳
が
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
問
題
は
、以
前
よ
り
懸
案
事
項
で

自衛官募集看板

投票率低下は市政への
関心の薄さ！

市の花　ヒメサユリ

改善が必要な箇所

人口減少問題

新潟県子どもの医療費助成 平成２６年４月１日現在

右記以外の
保護者の
場合

右記以外の
保護者の
場合

３人以上子ども
を有する保護者

の場合

３人以上子ども
を有する保護者

の場合

新潟市

村上市・新発田市・阿賀町・聖籠町・
弥彦村・田上町・小千谷市･魚沼市･
南魚沼市・妙高市・上越市・佐渡市

以上１２自治体

関川村・粟島浦村・出雲崎町・
湯沢町・十日町市・津南町

以上６自治体

阿賀野市･胎内市・五泉市・
刈羽村　　　　　　以上４自治体

三条市 ・ 長岡市

加茂市

燕市

見附市

柏崎市

糸魚川市

新潟県

自治体名

対象年齢

院通院入

■□3歳未満まで □小学校3年生まで

■□小学校卒業まで　
■□中学校卒業まで

■□高校卒業まで
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あ
っ
た
。消
費
税
の
引
き
上
げ
が
予
定

さ
れ
る
中
で
決
断
し
た
。

水
害
追
悼
式
典
の
冷
房
費
に

５
０
０
万
円
掛
け
る
よ
り
災
害
対
策
！

問
防
災
無
線
の
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。災
害
時
、一
番
に
必
要

な
こ
と
は
正
し
い
情
報
を
つ
か
む
こ
と

だ
。式
典
が
終
わ
っ
た
ら
撤
去
す
る
冷
房

費
に
５
０
０
万
円
掛
け
る
よ
り
、防
災

無
線
と
同
じ
内
容
を
伝
え
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
を
市
民
に
頒
布
し
て
は
ど
う
か
。

答
防
災
無
線
が
鳴
る
と
き
は
緊
迫
し
て
い

る
と
き
。ま
ず
、大
雨
警
報
、注
意
報
を

テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど
で
確
認
し
、自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

ラ
ジ
オ
の
頒
布
は
考
え
て
い
な
い
。

市
街
地
の
防
火
対
策
に
つ
い
て

問
５
月
に
発
生
し
た
火
災
、横
町
一
丁
目
、

島
田
一
丁
目
は
、三
条
市
の
中
心
市
街
地

で
あ
り
店
舗
、住
宅
等
が
密
集
し
た
地

域
の
火
災
で
あ
り
気
象
条
件
に
よ
っ
て

は
被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
。市

街
地
の
消
火
栓
、防
火
水
槽
等
は
法
律

に
基
づ
い
て
配
置
さ
れ
て
い
る
か
。

答
市
街
地
の
消
防
水
利
に
つ
い
て
は
、消
防

法
の
規
定
に
基
づ
い
て
適
正
に
配
置
さ

れ
て
い
る
。消
火
栓
に
つ
い
て
は
年
間
約

10
カ
所
、防
火
水
槽
は
１
基
程
度
、新
興

住
宅
地
や
消
防
水
利
の
手
薄
な
場
所
に

新
設
し
て
い
る
。

問
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

は
、消
防
法
の
改
正
に
よ
り
新
築
住
宅
、

そ
し
て
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成

23
年
６
月
１
日
ま
で
に
取
り
付
け
が
義

務
化
さ
れ
、３
年
を
経
過
し
た
が
火
災

警
報
器
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

答
三
条
市
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り

付
け
状
況
は
、昨
年
６
月
現
在
で
約

75
％
、新
潟
県
の
83
・
５
％
、全
国
の
79
・

８
％
に
比
べ
や
や
低
い
設
置
率
と
な
っ

て
い
る
。

子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て

問
来
年
４
月
施
行
予
定
の
新
制
度
は
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
重
要

な
施
策
で
あ
る
。計
画
に
は
、ど
う
い
う

も
の
が
盛
り
込
め
ら
れ
る
の
か
。

答
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
関
連
三
法
が

成
立
し
た
中
、市
で
は
支
援
計
画
を
策

定
す
る
。義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
項
目
は

３
点
で
、教
育
、保
育
を
提
供
す
る
基
礎

と
な
る
区
域
を
策
定
す
る
。各
年
度
の

教
育
、保
育
施
設
の
需
要
の
見
込
み
の

実
施
時
期
を
定
め
る
。一
時
預
か
り
、延

長
保
育
、児
童
ク
ラ
ブ
等
の
需
要
の
見

込
み
を
定
め
る
。

問
公
立
保
育
所
の
旭
保
育
所
と
裏
館
保
育

所
の
統
廃
合
は
、今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

答
統
合
保
育
所
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
財
政
状
況
の
枠
組
み
の
中
で
早

期
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

問
貧
困
が
親
の
世
代
か
ら
子
ど
も
に
連
鎖

し
て
い
く
現
実
に
対
し
て
総
体
的
な
取

り
組
み
は
、ど
う
考
え
る
の
か
。

答
世
代
を
超
え
て
の
貧
困
層
の
固
定
化
が

憂
慮
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
を
回
避
す
る
た

め
に
も
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
対

応
も
大
切
で
あ
る
。子
ど
も
・
若
者
総
合

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
も
連
携
し
な
が

ら
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

市
長
の
市
政
に
臨
む
姿
勢・

態
度・考
え
方

問
「
同
じ
方
向
感
」と
は
。

答
仕
事
上
の
言
葉
で
、仕
事
上
に
お
い
て
意

味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
。予
算
・
条
例
等

に
つ
い
て
賛
成
の
立
場
で
居
続
け
る
人
。

問
他
の
24
名
の
議
員
は
？

答
一
人
一
人
の
議
員
に
よ
り
違
う
。

問
組
織
図
を
見
て
気
付
く
こ
と
は
？

答
現
状
の
組
織
機
構
に
つ
い
て
は
満
足
。

問
職
員
の
評
価
に
つ
い
て
。

答
職
員
は
基
本
的
に
よ
く
や
っ
て
い
る
。

問
「
大
切
な
一
線
」と
は
？

答
人
と
し
て
何
が
正
し
い
か
で
、そ
の
時
そ

の
折
で
判
断
を
し
て
い
く
べ
き
。

問
「
職
員
の
意
識
改
革
」の
進
捗
状
況
は
？

答
「
市
役
所
品
質
」を
策
定
し
実
践
中
で

あ
る
。

問
組
織
図
を
見
る
と
議
会
軽
視
で
は
な

い
か
？

答
そ
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

問
職
員
は
上
ば
か
り
を
見
て
る
？

答
同
意
し
か
ね
ま
す
。

問
総
務
部
長
は
部
下
を
呼
び
捨
て
で
呼
ん

で
い
る
が
パ
ワ
ハ
ラ
で
は
？

答
呼
び
つ
け
で
呼
ん
で
お
る
と
考
え
る
。

問
石
川
雲
蝶
イ
ベ
ン
ト
で
の
異
常
事
項
は
？

答
市
長
は「
芸
大
の
先
生
の
話
が
参
考
に

な
っ
た
」、経
済
部
長
は「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映

で
不
手
際
あ
り
」、質
疑
応
答
の
最
後
に

市
長
が「
不
手
際
が
あ
り
申
し
訳
な
い
。

マ
ス
コ
ミ
に
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
隠
蔽
で

は
な
い
」。

農
業
対
策
に
つ
い
て

問
今
年
で
き
た
農
地
中
間
管
理
機
構
が
農

地
の
受
委
託
を
す
る
が
、離
農
が
増
え
て

い
る
中
で
、農
地
を
引
き
受
け
る
農
家
が

不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。効
率
的
な
土
地
の
集
約
を
進
め
、担

い
手
の
確
保
を
図
り
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

問
地
元
の
中
小
建
築
関
連
業
者
の
仕
事
確

保
の
た
め
に
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
を
。

答
個
人
の
資
産
増
に
補
助
す
る
こ
と
は
、他

の
納
税
者
の
是
認
が
得
ら
れ
な
い
。

消
費
税
増
税
に
つ
い
て

問
消
費
税
を
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
中
小

業
者
の
滞
納
が
増
え
て
い
る
。来
年
10
月

か
ら
の
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
を
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
国
政
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、軽
減
税
率
の
導

入
も
含
め
総
合
的
な
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。少
子
高
齢
化
社
会
、生
産
年
齢
人

口
の
減
少
を
考
え
る
と
直
間
比
率
の
是

正
を
す
べ
き
と
思
う
。

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
育
料

問
税
法
で
は
、寡
婦
控
除
は
結
婚
歴
の
な
い

未
婚
の
ひ
と
り
親
の
場
合
に
は
受
け
ら

れ
な
い
。保
育
料
の
算
定
で
は
考
慮
し
、

保
育
料
を
軽
減
す
べ
き
。

答
未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
寡
婦

控
除
の
み
な
し
適
用
が
で
き
る
よ
う
に

検
討
す
る
。

パ
ル
ム
１
跡
地
問
題
に
つ
い
て

問
第
四
銀
行
と
平
成
22
年
５
月
17
日
付
の

売
買
に
関
す
る
覚
書
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、な
ぜ
平
成
23
年
の
昭
栄
開
発

の
株
主
総
会
で
、市
長
は「
必
ず
し
も
紙

で
契
約
が
成
立
す
る
わ
け
で
な
い
」な
ど

と
契
約
書
等
の
書
類
が
な
い
よ
う
な
発

言
を
し
た
の
か
。

当
初
、
イ
オ
ン
は
土
地
の
権
利
を
放
棄

し
て
い
た
が
、
解
体
費
が
予
定
価
格
の

半
額
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年

５
月
14
日
イ
オ
ン
と
１
８
４
０
万
円
で

売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
し
か
し
、
福

田
組
が
解
体
工
事
を
落
札
し
た
日
は
平

成
22
年
６
月
16
日
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ

め
半
額
で
落
札
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
た
の
か
。

現
時
点
で
清
算
し
た
場
合
、
三
条
市
の

出
資
金
９
０
０
万
円
が
戻
っ
て
こ
な
い

こ
と
は
決
算
書
上
明
ら
か
で
あ
る
が
、

そ
の
責
任
の
取
り
方
は
ど
う
か
。

答
ほ
ぼ
全
て
は
昭
栄
開
発
の
行
為
で
あ
り
、

こ
の
三
条
市
議
会
で
答
え
る
べ
き
で
は

な
い
。事
実
行
為
と
し
て
係
争
中
の
事
案

が
最
高
裁
に
お
い
て
昭
栄
開
発
の
全
面

勝
訴
で
決
着
が
な
さ
れ
て
い
る
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
故

問
市
の
発
表
で
は
、事
故
の
原
因
の
推
定
と

し
て
、被
害
者
本
人
は
点
検
口
か
ら
ご
み

破
砕
機
内
部
を
の
ぞ
き
込
み
、バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
て
転
落
し
た
。警
察
や
監
督
署

が
原
因
究
明
す
る
、市
は
推
定
し
な
い
。

推
定
す
る
わ
け
が
あ
る
の
か
、根
源
は
危

険
な
機
械
装
置
が
原
因
か
。

答
推
定
は
下
請
け
会
社
。機
械
の
設
置
時

は
十
分
点
検
。安
価
落
札
は
無
関
係
。

問
運
転
再
開
、監
督
署
が
許
可
し
て
い
な

い
。再
開
が
市
と
下
請
け
会
社
の
協
議
だ

け
で
開
始
と
は
お
か
し
い
。市
民
の
常
識

で
は
理
解
で
き
な
い
。

答
監
督
署
は
関
係
な
い
。現
場
検
証
も
終
わ

り
、運
転
再
開
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た

中
で
、差
し
支
え
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら

再
開
し
た
。

昭
栄
地
区
の
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

問
昭
栄
地
区
の
再
開
発
事
業
は
市
の
五
大

事
業
、議
会
は
関
係
あ
り
、単
な
る
民
間

で
は
な
い
。市
長
が
監
査
役
の
監
査
を
断

り
、裁
判
に
訴
え
た
。隠
し
事
、不
正
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。市
民
が
９
０
０
万

円
出
資
、議
会
が
知
ら
な
い
、そ
れ
で
い

い
の
か
。市
民
に
言
い
訳
で
き
な
い
。

答
公
共
的
団
体
で
あ
り
、純
然
た
る
第
三

セ
ク
タ
ー
で
民
間
、議
会
で
の
答
弁
は
要

ら
な
い
し
、し
な
い
。

未婚のひとり親家庭
の保育料軽減へ

統廃合が予定される旭保育所

火災現場
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各委員会に付託された議案等について、議会最終日に委員長が審査経過と結果を報告します。

常任委員会【常任委員会審査レポート】

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

会派名　  　 
（下段は所属議員数）

議　　案

自
由
ク
ラ
ブ

新

し
い

風

自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

新
政
ク
ラ
ブ

無

所

属

議

決

結

果区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 8 6 4 3 2 2 1

〔市長提出〕
人
事議 第１号 監査委員の選任について 議員のうちから選任された本市監査委員梶勉さんは、平成26年４月30日辞

職したので、その後任委員として下村喜作さんを選任するもの ○○○○○○○同意

そ
の
他

議 第２号
消防救急デジタル無線整備工事請負
契約の締結について

消防救急デジタル無線整備工事
契約金額　５億868万円
契約者　　藤島無線工業株式会社

○○○○○○○同意

専
決
処
分

報 第１号
専決処分報告について

（三条市税条例等の一部改正について）
地方税法等の一部を改正する法律が平成26年４月１日から施行されたこと
に伴う所要の改正　　専決処分した日：平成26年３月31日 ○○○○○○○承認

報 第２号
専決処分報告について

（三条市国民健康保険税条例の一部
改正について）

地方税法施行令の一部を改正する政令が平成26年４月１日から施行され
たことに伴う所要の改正
専決処分した日：平成26年３月31日

○○○○○○○承認

報 第３号
専決処分報告について

（平成25年度三条市一般会計補正
予算）

寄附採納に伴う財政調整基金や文化振興基金への積み立て及び財源の更
正を行ったもの
補正額　　 223万5,000円
補正後の額 523億4,652万8,000円

○○○○○○○承認

　

議
員
改
選
後
、
初
め
て

の
議
会
と
な
る
５
月
（
第

３
回
）
臨
時
会
を
５
月
20

日
の
１
日
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
新

し
い
議
長
、
副
議
長
の
選

出
を
は
じ
め
、
議
会
運
営

委
員
会
、
常
任
委
員
会
の

委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
市
長
提
出
の

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
伴
う
整
備
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
、
ま
た

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
三
条
市
税
条
例
等

の
一
部
改
正
な
ど
の
専
決

処
分
に
つ
い
て
同
意
、
承

認
し
た
ほ
か
、
議
会
選
出

の
監
査
委
員
の
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

議案賛否一覧表

臨 時 会
平成26年第３回

５月臨時会

　

議
第
５
号
三
条
市
立
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正
で

は
、大
島
児
童
館
を
平
成
27
年
４
月
１
日
で
廃
止
す

る
こ
と
や
、統
合
保
育
所
の
設
計
概
要
等
に
つ
い
て
地

元
説
明
会
を
開
催
し
、ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。し
か

し
、保
護
者
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
す
ぐ
に
溶
け
込
め

る
か
心
配
と
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、交
流
保
育

を
充
実
さ
せ
そ
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
、不
安
軽
減

に
努
め
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

議
第
９
号
第
二
中
学
校
屋
内
体
育
館
改
築
建
築
本

体
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
で
は
、支
持
く
い
の
長

さ
を
短
く
し
た
分
は
減
額
と
な
っ
た
が
、試
掘
を
新
た

に
４
カ
所
行
っ
た
経
費
、く
い
打
ち
の
機
械
の
待
機
料

が
発
生
し
、差
し
引
き
す
る
と
増
額
と
な
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

議
第
12
号
平
成
26
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、教
育
費
の
予
算
執
行
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

今
回
は
プ
ー
ル
授
業
開
始
前
の
点
検
の
際
に
想
像
以

上
に
亀
裂
が
入
っ
て
い
た
り
、子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

確
保
す
る
に
は
非
常
に
き
つ
い
状
況
と
い
う
や
む
を

得
な
い
事
情
の
中
で
、既
決
予
算
に
お
い
て
対
応
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

議
第
15
号
平
成
26
年
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託
料
は
過

去
の
同
様
の
案
件
を
参
考
に
し
、着
手
金
と
し
て
計

上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。成
功
報
酬
的
な
も
の
は
今

後
の
審
査
結
果
に
応
じ
て
別
途
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

議
第
12
号
平
成
26
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
風
し
ん
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
、対
象
者
本

人
の
確
認
は
申
請
時
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、同
居

か
ど
う
か
の
確
認
は
後
で
住
民
票
を
確
認
さ
せ
て
も

ら
う
。な
お
、国
か
ら
は
、よ
り
抗
体
が
つ
き
や
す
い
混

合
ワ
ク
チ
ン
を
推
奨
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、日
本
は
先
進
国
中
で
予
防
接
種
事
業
が
最

低
レ
ベ
ル
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
予
防
接
種
の

必
要
性
を
周
知
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

議
第
13
号
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
で
は
、健
診
未
受
診
者
へ
の
勧
奨
等

保
健
指
導
に
つ
い
て
、国
保
や
健
診
の
各
デ
ー
タ
が
ば

ら
ば
ら
の
た
め
分
析
が
難
し
い
状
況
だ
っ
た
が
、国
保

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、地
域
の
現
状
把

握
や
健
康
課
題
を
明
確
に
し
、適
切
な
指
導
を
進
め

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

報
第
１
号
専
決
処
分
報
告
の
小
規
模
災
害
生
活
再

建
資
金
貸
付
金
制
度
に
つ
い
て
、被
災
し
た
面
積
で
は

な
く
、住
家
を
対
象
と
し
５
棟
以
上
と
い
う
基
準
を

設
け
た
。融
資
の
条
件
は
、所
得
制
限
の
み
設
け
て
あ

り
、金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
や
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
は
審
査
要
件
と
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

議
第
14
号
旧
一
ノ
木
戸
小
学
校
跡
地
調
整
池
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
で
は
、地
下
に
整
備

さ
れ
る
調
整
池
は
貯
留
容
量
２
５
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
で
、雨
水
幹
線
の
水
位
に
よ
り
水
が
自
然
に
流
出
入

す
る
方
式
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、公
共
下
水
道
の
雨
水
事
業
は
１
時
間
当
た

り
41
ミ
リ
の
雨
量
で
計
画
し
て
い
る
が
、過
去
の
降
雨

量
な
ど
に
基
づ
く
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
調
整

池
の
整
備
に
よ
り
床
上
浸
水
が
な
く
な
る
と
い
う
結

果
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、地
域
住
民
、特
に
子
育
て
世
代
か
ら
期
待
さ

れ
て
い
る
地
上
部
分
の
公
園
に
つ
い
て
は
、皆
さ
ん
が

利
用
し
や
す
い
公
園
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

議
第
16
号
平
成
26
年
度
三
条
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
で
は
、法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
、今
後
、裁
判
な
ど
に
な
っ
た
場
合
、弁
護
士
費

用
な
ど
必
要
と
な
る
経
費
も
水
道
事
業
会
計
が
逐
次

負
担
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、で
き
る
だ
け
税
金
を

使
わ
な
い
で
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
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笹
川
信
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委
員
長

市
民
福
祉
常
任
委
員
会	

岡
田
竜
一 

委
員
長

経
済
建
設
常
任
委
員
会	

山
田
富
義 

委
員
長

大
島
児
童
館

今
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
が
決
定

貸
付
金
制
度
を
創
設

小
規
模
災
害
に
よ
る
生
活
再
建
支
援

調
整
池
の
整
備
に
よ
り

床
上
浸
水
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み

  平成２５年度政務活動費収支報告 （平成25年４月1日～平成26年３月31日）
　政務活動費は、地方議会議員の市政等に関する調査研究に資するための必要な経費の一部として、会派または議員に対し交付される金銭的給付
です。本市では、市議会における会派に対して、議員一人当たり月額３万円を年度当初に12カ月分を一括で交付しています。この支出に当たっては使
途基準に従って行われ、使途の透明性を図るため、支出したものすべての領収書の提出が必要になっています。
　各会派から平成25年度政務活動費の収支報告が提出されましたので、収支の状況をお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

会　派　名 自由クラブ
（10 名）

新政クラブ
（４名）

新しい風
（４名）

清流
（４名）

日本共産党議員団
（２名）

公明党議員団
（２名）

計
（26 名）

収
入
内
訳

政務活動費補助金 3,600,000 1,440,000 1,440,000 1,440,000 720,000 720,000 9,360,000
雑入（預金利息） 227 118 121 110 71 85 732

収入合計 3,600,227 1,440,118 1,440,121 1,440,110 720,071 720,085 9,360,732

支
出
内
訳

調査研究費 3,189,050 922,154 394,360 761,980 0 47,100 5,314,644
研修費 118,000 48,000 527,980 41,000 78,720 24,000 837,700
広報費 0 357,609 0 0 150,217 0 507,826
広聴費 0 0 0 0 0 0 0

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0
会議費 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 64,050 78,874 18,217 87,288 162,020 83,370 493,819
資料購入費 0 7,200 0 34,440 124,990 99,915 266,545

人件費 0 0 0 0 0 0 0
事務所費 0 0 0 0 0 0 0

支出合計 3,371,100 1,413,837 940,557 924,708 515,947 254,385 7,420,534
返 還 金 229,127 26,281 499,564 515,402 204,124 465,700 1,940,198

調査研究費　 会派での先進地の調査研究など、行政視察に要した費用
研　修　費　　 中越地区市議会合同研修会や近隣の燕市と加茂市との三市議会議員合同研修会などの参加に要した費用
広　報　費　　　 会報などの印刷に要した費用
広　聴　費　　　 会派での住民要望、意見聴取、住民相談などに要した費用
要請・陳情活動費　 会派での要請、陳情活動に要した費用
会　議　費　　　 会派が行う会議、団体等が開催する会議への参加に要した費用
資料作成費　　　 パソコンのリース代、コピー用紙代、プリンタインク代などの資料作成に要した費用
資料購入費　　 図書、資料などの購入に要した費用
人　件　費　　　 会派が行う活動を補助する職員の雇用に要した費用
事 務 所 費　　　 会派が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要した費用
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常 任 委 員 会 審 査 報 告政 務 活 動 費 収 支 ／ 臨 時 会   



　３日　新潟県市議会議長会
春季定期総会（胎内市）

　４日　議会報編集委員会
１１日　議会報編集委員会
１４日　福岡県福津市議会視察来条
１５日　議会報編集委員会
２３日　福岡県大野城市議会視察来条

　８日　一期議員打合せ会
　９日　各派代表者打合せ会
１２日　政務活動費経理担当者会議
１３日　各派代表者打合せ会
１５日　各派代表者打合せ会
　　　　三重県伊勢市議会視察来条
１９日　各派代表者打合せ会
２０日　各派代表者打合せ会
　　　　第３回臨時会

[議長・副議長選出、議会運営委
員会・各常任委員会委員選任 ]

　　　　議会運営委員会
　　　　総務文教常任委員会
　　　　市民福祉常任委員会
　　　　経済建設常任委員会
　　　　議会報編集委員会
　　　　総務文教常任委員協議会

２２日　宮崎県日南市議会視察来条
　　　　日本自治創造学会研究大会

[新しい風 ]  ～２３日（東京都）
２３日　新潟県特別豪雪地帯市町村議会

協議会定期総会（上越市）
２６日　議会運営委員会
２８日　全国市議会議長会定期総会

（東京都）
３０日　新発田市・見附市議会視察来条

　２日　北信越市議会議長会表彰状伝達式
　３日　一期議員所管事務概要説明会　

～４日
　５日　市内公共施設等視察
　６日　市民福祉常任委員協議会
　　　　経済建設常任委員協議会
　９日　総務文教常任委員協議会
１３日　各派代表者会議
　　　　議案概要説明会
　　　　議会運営委員会
１９日　議会運営委員会
２０日　本会議 [全国市議会議長会表彰

状伝達式、提案説明 ]
　　　　議会報編集委員会
２３日　本会議 [大綱質疑～委員会付

託、一般質問 ]

２４日　本会議 [一般質問 ]
２５日　本会議 [一般質問 ]
　　　　議会運営委員会
２６日　本会議 [一般質問 ]
　　　　各派代表者会議
２７日　市民福祉常任委員会
　　　　市民福祉常任委員協議会
３０日　経済建設常任委員会

　１日　各派代表者会議
　　　　総務文教常任委員会
　　　　総務文教常任委員協議会
　３日　各派代表者会議
　　　　議会運営委員会
　４日　本会議 [委員長報告～採決 ]
　　　　河川改修・国道整備促進特別委

員会

4月

5月 6月 7月

　２日㈫　本会議　特別委員会設置、
提案説明

　４日㈭　本会議　大綱質疑～委員会
付託、一般質問

　５日㈮　本会議　一般質問
　８日㈪　本会議　一般質問
　９日㈫　本会議　一般質問
１０日㈬　市民福祉常任委員会
１１日㈭　経済建設常任委員会
１２日㈮　総務文教常任委員会
１６日㈫　決算審査特別委員会
１７日㈬　決算審査特別委員会
１８日㈭　決算審査特別委員会
２２日㈪　決算審査特別委員会
２５日㈭　本会議　委員長報告～採決

発　行／三条市議会　
編　集／議会報編集委員会
責任者／議長　森山　昭　
三条市議会事務局
電話：0256-34-5511（代）内線347
Fa x：0256-33-8861
http://www.city.sanjo.niigata.jp/
E-mail：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

議 会 日 誌議 会 日 誌

９月定例会日程

編集後記編集後記

委 員 長　野崎正志
副委員長　坂井良永
　　　　　野嵜久雄　  河原井拓也
　　　　　山田富義　  長橋一弘
　　　　　伊藤得三

【議会報編集委員会】

　永年にわたり市政発展
に尽力された功績により、
全国市議会議長会から
横山一雄議員および梶勉
前議員が議員在職15年
以上の、土田俊人前議
員、吉田進一郎前議員、
佐藤宗司議員および小林

誠議員が議員在職10年以上のそれぞれ一般表彰を受けられました。
　また、北信越市議会議長会から横山一雄議員および梶勉前議員が議員在職15年以
上の特別表彰を受けられ、土田俊人前議員、吉田進一郎前議員、佐藤宗司議員および
小林誠議員が議員在職10年以上の一般表彰を受けられました。
　なお、梶勉前議員および土田俊人前議員は都合により伝達式を欠席されました。

議 員 表 彰

小林誠議員
佐藤宗司議員

吉田進一郎前議員
横山一雄議員

S A N J O  S H I G I K A I  D A Y O R I

《市議会の新体制はじまる》 
　●議会構成.................................................. P2
《平成26年６月定例会（6月20日～7月4日）》　
　●議案賛否一覧 ....................................... P4
《市政を問う》
　●質疑・大綱質疑 ..................................... P6
　●一般質問 ................................................. P9
　●常任委員会審査レポート ...............P14
《報告》
　●政務活動費収支 ................................P15

主な内容

議会だよりへのご意見・ご要望は、こちらまで。
電話：0256-34-5511（内線347）  FAX：0256-33-8861
メール：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

パソコンでも情報発信中！ 三条市議会 検索

市 民 と
議
会
を
結
ぶ 架 け 橋

8.16
No.13
2014/H26

9／2
議会を傍聴しませんか？
次の定例会の
開催予定は ～火

三条市水防学習館

あの水害を忘れない

　いよいよ夏本番、連日暑い日が続いています。体調には十分注意して
ください。
　さて、今回から新しい議会報編集委員会メンバーで紙面づくりを行ってい
ます。市議会だよりを通じて市議会の様子や市政で取り組んでいることが市
民の皆様にお届けできれば幸いであります。
　わかりやすい議会報を目指し編集を行って参りますので、市民の皆様から
のご意見、ご感想をお聞かせいただくよう、よろしくお願い申し上げます。

この印刷物は、植物油インクと
再生紙を使用しています。 16さんじょう市議会だより  2014年8月16日号


